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　四国森林管理局と四国電力高知支店の共催で、「ふれあい親子体験ツアー」

を高知県いの町脇の山の四国電力本川発電所で実施しました。�（詳細は２頁）

森と水力発電システムについて学ぶ
（高知県いの町本川発電所）

子どもたちによるアメゴの放流

森　林　教　室
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六
月
九
日
、
四
国
森
林
管
理

局
と
四
国
電
力
高
知
支
店
の
共

催
で
、
「
ふ
れ
あ
い
親
子
体
験

ツ
ア
ー
」
を
高
知
県
い
の
町
脇

の
山
の
四
国
電
力
本
川
発
電
所

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
六
月
の
環
境

月
間
に
合
わ
せ
て
小
学
生
と

 
ふ
れ
あ
い
親
子
体
験
ツ
ア
ー

『
森
と
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
「
森
と

水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
ー
マ

に
、
森
林
の
役
割
や
水
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で

一
〇
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
を
公
募
に
よ
り
募
集

森林教室で木材の不思議を学ぶ

「ダムと森林のコロコロゲーム」作成中

し
、
一
八
組
、
三
六
名
の
親
子

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
局
の
指
導
普

及
課
長
が
、
「
雨
と
し
て
降
っ

た
水
は
、
上
水
道
や
か
ん
が
い

用
水
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
私
達

の
暮
ら
し
に
様
々
な
恩
恵
を
与

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
、

森
と
水
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
見
て
聞
い
て
体
験
し
て

く
だ
さ
い
。
」
と
挨
拶
し
た
後
、

発
電
所
の
勉
強
を
し
て
、
地
下

深
く
に
あ
る
本
川
発
電
所
の
揚

水
発
電
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

こ
の
見
学
で
は
、
ポ
ン
プ
水

車
な
ど
普
段
見
る
こ
と
の
出
来

な
い
発
電
所
内
の
施
設
を
前
に

親
子
で
写
真
を
撮
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
昼
食
の
後
は
、
同

会
場
内
で
、
森
林
教
室
を
行
い
、

森
林
と
水
と
の
関
係
に
つ
い
て

勉
強
し
た
後
、
木
工
教
室
で
は
、

木
の
枝
の
木
片
や
竹
な
ど
を
材

料
と
し
た
コ
ロ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
を

時
間
い
っ
ぱ
い
親
子
で
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
道
の
駅
「
木
の
香
」

の
河
原
に
移
動
し
て
、
本
川
漁

協
の
協
力
の
よ
り
、
ア
メ
ゴ
を

放
流
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
体

験
と
あ
っ
て
子
ど
も
達
は
、
大

喜
び
で
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
四
国
電
力
の

廣
瀬
課
長
の
、
「
水
は
、
循
環

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
上
手
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
の
挨
拶

の
後
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
日
頃
体

験
で
き
な
い
ア
メ
ゴ
の
放
流
、

水
力
発
電
所
の
見
学
、
木
工
教

室
な
ど
本
当
に
有
意
義
な
一
日

で
し
た
。
」
と
い
っ
た
感
想
が

よ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
こ
ど
も
達

に
と
っ
て
も
思
い
出
に
残
る
ツ

ア
ー
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
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七
月
四
日
、
国
民
の
森
林

づ
く
り
推
進
功
労
者
と
し
て
、

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ど
ん

ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
理
事

会
長　

日
下
聰
徳
）
へ
の
林
野

庁
長
官
感
謝
状
の
贈
呈
が
香
川

県
高
松
市
西
植
田
町
の
ド
ン
グ

リ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
眞
鍋

香
川
事
務
所
長
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
ど

ん
ぐ
り
銀

行
」
は
、
ド
ン
グ

リ
を
お
金
に
見
立

て
、
本
格
的
な
預

金
通
帳
も
発
行
し
、

そ
の
ド
ン
グ
リ
の

預
金
残
高
に
応
じ

て
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や

ド
ン
グ
リ
等
苗
木

を
払
い
戻
す
こ
と
を
行
う
も
の

で
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
「
ど

ん
ぐ
り
銀
行
」
の
運
営
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

「
ど
ん
ぐ
り
銀
行
」
の
目
的

は
、
ド
ン
グ
リ
を
集
め
て
苗
木

を
払
い
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る

市
民
に
、
ド
ン
グ
リ
預
金
を

き
っ
か
け
と
し
て
森
づ
く
り
活

動
、
自
然
観
察
・
ク
ラ
フ
ト
活

動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
体
験

活
動
を
重
ね
る
中
で
、
森
と
つ

き
あ
う
暮
ら
し
を
発
見
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
森
林
と
人
が
共
生

す
る
文
化
と
社
会
を
創
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
六
年
の
異
常
渇

水
が
き
っ
か
け
で
、
香
川
用
水

の
水
源
で
あ
る
、
早
明
浦
ダ
ム

上
流
の
高
知
県
大
川
村
の
村
有

林
に
「
交
流
の
森
」
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
森
は
、
大
川
村

が
森
林
を
無
償
で
提
供
し
、
ど

ん
ぐ
り
ス
タ
ッ
フ
は
、
経
費
と

マ
ン
パ
ワ
ー
で
、
上
流
と
下
流

域
の
住
民
が
交
流
し
協
働
で
水

源
林
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
七
年
か
ら
、

毎
月
第
二
土
曜
日
を
「
ド
ン
グ

リ
ラ
ン
ド
の
森
づ
く
り
」
の
日

と
決
め
、
子
ど
も
た
ち
を
含

め
た
県
民
の
手
で
香
川
県
内

で
の
活
動
の
場
と
し
て
、
森
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ド
ン
グ
リ
ラ

ン
ド
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
経
て
、
平

成
一
一
年
三
月
に
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ど
ん
ぐ
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
し
て
現
在
も
香
川

県
及
び
高
知
県
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
「
四
国
の
森
づ
く
り

に
関
す
る
共
同
宣
言
」(

平
成

一
六
年
一
一
月
に
四
国
４
県
知

事
と
四
国
森
林
管
理
局
長)

の

趣
旨
に
沿
っ
て
、
四
国
４
県
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
結
成
さ
れ

た
「
四
国
の
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
中
心
的
団
体
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
一
六
年
度
か
ら
、
毎

年
、
四
国
４
県
及
び
四
国
の

森
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

四
国
森
林
管
理
局
が
主
催
し
、

民
国
一
体
と
な
っ
て
「
四
国

の
山
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
「
四

国
の
森
づ
く
り
」
を
実
施
し
、

平
成
一
九
年
度
の
香
川
県
で

開
催
し
た
「
四
国
の
森
づ
く

り 

in 

か
が
わ
」
で
は
、
実
行

委
員
会
の
中
核
を
務
め
る
な

ど
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
活
動
が
認
め
ら
れ
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

日下理事会長と眞鍋事務所長

 

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ど
ん
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　
　
林
野
庁
長
官
感
謝
状
の
贈
呈
さ
れ
る

　
　
　
～
国
民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労
者
～

〈
総
務
課
・
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉
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六
月
二
九
日
に
高
知
農
業
高

等
学
校
に
お
い
て
、
森
林
総

合
科
の
二
年
生
一
八
名
を
対
象

に
入
庁
案
内
、
森
林
環
境
教
育

に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
森
林
環
境

教
育
の
一
環
と
し
て
、
国
有
林

野
事
業
及
び
林
野
行
政
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
卒
業
後
の
進
路
等
を
考

え
る
上
で
の
参
考
と
な
る
よ
う

に
平
成
一
九
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

入
庁
案
内
や
最
近
の
森
林
・

林
業
の
動
向
、
四
国
森
林
管
理

局
の
事
業
概
要
等
に
つ
い
て
生

徒
た
ち
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱

心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
の
今
後
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、
秋
を
目

途
に
一
年
生
や
三
年
生
を
対
象

と
し
た
現
地
実
習
等
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
生
を
対
象
に

四
国
森
林
管
理
局
を
紹
介

〈
総
務
課
・
指
導
普
及
課
〉

四国森林管理局の事業概要等説明

　

平
成
二
四
度
国
有
林
野
事
業

職
員
定
期
表
彰
式
を
六
月
二
七

日
、
高
知
城
ホ
ー
ル
で
行
い
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
新
木
局
長
か

ら
受
賞
者
の
長
年
に
わ
た
る
職

務
へ
の
努
力
と
受
賞
者
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
家
族
の
方
へ
の
労

い
の
言
葉
と
『
皆
様
方
が
長
年

に
亘
り
培
わ
れ
た
豊
富
な
見
識

と
経
験
を
今
後
と
も
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い
て
、
開

か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
に
向

け
、
ま
た
、
民
有
林
も
含
め
た

四
国
全
体
の
森
林
・
林
業
の
活

性
化
に
向
け
、
精
一
杯
御
尽
力

願
い
た
い
。
』
と
の
式
辞
が
あ

り
、
受
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

局
森
林
整
備
課
の
大
竹
さ
ん
か

ら
、
「
適
切
で
効
率
的
な
事
業

運
営
の
確
保
を
図
る
中
で
、
自

分
自
身
に
何
が
で
き
る
の
か
を

問
い
た
だ
し
、
国
民
や
地
域
の

皆
様
の
信
頼
を
得
て
「
国
民
の

た
め
の
国
有
林
」
の
定
着
に
向

け
て
、
更
に
努
力
を
重
ね
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」

と
答
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

永
年
勤
続
表
彰
受
賞
者

○
一
級　

精
勤
章�

（
三
八
名
）

局　

長	

事　

新
木　

雅
之

総
務
部	

事　

川
村　

佐
知

計
画
部	

技　

柳
園　

和
男

	

技　

古
味　

敏
光

	

技　

宮
口　

重
光

	

技　

池
上　

永
一

	

事　

石
井　

一
昭

	

技　

那
須　

博
治

　
職
員
定
期
表
彰

〈
総
務
課
〉

森
林
整
備
部	

事　

大
竹　

武
司

	

技　

篠
原　

久
広

	

事　

村
田　

孝
彦

徳
島
署	

事　

濵
田　

幸
治

	

技　

谷　
　

義
雄

	

基　

谷
脇
日
出
正

香
川
所	

技　

迫
屋　

和
久

愛
媛
署	

技　

阿
久
津　

聡

	

技　

門
𦚰　

幸
司

	

技　

菅　
　

弘
樹

	

基　

山
中　

順
一

	

基　

新
改　

芳
広

	

基　

佐
竹　
　

裕

四
万
十
署	

技　

吉
良　
　

康

	

技　

今
村　

英
治

	

技　

中
平　

寿
幸

	

技　

中
川　

康
浩

	

基　

小
野
川
隆
彦

嶺
北
署	

技　

長
﨑　

雄
彦

	

技　

荒
井　
　

薫

	

基　

和
田　

訓
恒

	

基　

村
田　

道
彦

高
知
中
部
署	

事　

栗
田
美
和
子

	

基　

近
藤　
　

豊

安
芸
署	

技　

志
賀　

照
幸
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木
工
ク
ラ
フ
ト

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

	

技　

福
元　
　

忍

	

技　

梶
原　

哲
也

	
技　

馬
門　

辰
美

	

技　

大
川　

耕
一

	

基　

片
岡　

孝
幸

○
二
級　

精
勤
章�

（
九
名
）

計
画
部	

事　

西
山　

扶
美

職員定期表彰

　

五
月
二
四
日
と
六
月
一
四

日
の
両
日
、
高
知
県
宿
毛
市

立
山
奈
小
学
校
と
平
田
小
学

校
の
一
・
二
年
の
児
童
が
木
工

ク
ラ
フ
ト
の
製
作
を
行
い
ま

し
た
。

　

木
工
を
始
め
る
前
に
、
デ
ジ

タ
ル
紙
芝
居
「
森
」(

㈳
高
知

県
森
と
緑
の
会
製
作)

で
森
林

の
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
の
内
容

は
、
戦
後
植
え
ら
れ

た
人
工
林
が
、
手
入

れ
不
足
の
た
め
下
草

が
生
え
な
く
な
っ
た

り
、
土
砂
崩
れ
が
起

こ
っ
た
り
し
て
動
物

が
住
み
に
く
く
な
っ

た
山
を
、
子
グ
マ
と

森
の
動
物
た
ち
が
自

分
た
ち
で
手
入
れ
を

し
、
や
が
て
人
間
も

加
わ
り
美
し
い
森
に

ノコギリ（平田小学校）

再
生
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、

森
林
の
持
つ
機
能
や
現
在
の
森

林
・
林
業
が
抱
え
る
問
題
を
わ

か
り
や
す
く
学
習
で
き
ま
す
。

　

児
童
は
、
紙
芝
居
に
じ
っ
と

見
入
り
、
森
林
や
林
業
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
く
れ
た
よ
う

で
す
。

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
は
、
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
な
ど
の
枝
の
輪
切
り
を
貼

り
あ
わ
せ
て
作
る
「
ク
マ
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
」
と
木
の
枝
で
作
っ

た
鉛
筆
に
顔
を
模
し
た
「
モ
ッ

ク
ン
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

木
工
ボ
ン
ド
で
貼
り
あ
わ
せ

た
り
、
ポ
ス
カ
で
着
色
し
た
り

す
る
簡
単
な
作
業
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
作

品
を
仕
上
げ
、
互
い
に
見
せ

合
っ
て
い
ま
し
た
。

愛
媛
署	

技　

山
﨑　

賀
文

四
万
十
署	

事　

吉
田　

由
美

	

基　

小
松　
　

浩

高
知
中
部
署	

基　

萩
野　

伸
二

安
芸
署	

事　

東
野　

信
幸

	

事　

濱
口　

修
次

	

事　

山
本　

和
也

	

技　

齋
藤　

充
治
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森
林
の
学
習

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

愛
媛
県
松
野
町
立
松
野
西
小

学
校
の
四
年
生
は
、
毎
年
度
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
利
用

し
て
森
林
や
樹
木
の
学
習
を
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
六
月
一
日
、
六

日
、
二
〇
日
に
「
校
庭
の
樹

木
」
「
空
飛
ぶ
種
子
」
「
木
工

ク
ラ
フ
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。

この木なんの木

　

「
校
庭
の
樹
木
」
で
は
、
普

段
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
樹
木

の
葉
や
花
、
実
を
見
た
り
触
っ

た
り
し
て
名
前
や
特
徴
を
学
習

し
、
後
日
、
自
分
た
ち
で
作
っ

た
樹
木
名
板
を
取
り
付
け
ま
し

た
。

　

「
空
飛
ぶ
種
子
」
で
は
、
樹

木
や
草
花
が
様
々
な
方
法
で
種

子
を
散
布
す
る
こ
と
を
学
習

し
、
実
際
に
マ
ツ
や
カ
エ
デ
の

種
子
が
風
を
受
け
て
く
る
く
る

回
っ
て
飛
ぶ
様
子
を
観
察
し
た

り
、
色
紙
や
ス
チ
レ
ン

ペ
ー
パ
ー
で
種
子
の
模

型
を
作
っ
て
飛
ば
し
た

り
し
ま
し
た
。

　

「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」

で
は
、
育
林
作
業
で
伐

採
し
た
木
の
枝
を
使
っ

て
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
カ
ブ

ト
ム
シ
な
ど
思
い
思
い

の
作
品
を
作
り
ま
し

た
。
あ
ま
り
使
う
機
会

  

松
野
東
小
学
校
で

　
　
　
森
林
教
室

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

六
月
二
六
日
、
愛
媛
県
北
宇

和
郡
松
野
町
立
松
野
東
小
学
校

の
五
、
六
年
生
一
七
名
を
対
象

に
、
「
土
壌
に
住
む
生
物
」
と

「
炭
素
現
存
量
」
に
つ
い
て
森

林
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

樹木の働き（葉っぱと太陽に扮した児童）

　

ま
ず
、
「
土
壌
に
住
む
生
物
」

で
は
、
一
ヶ
月
前
に
埋
め
て
お

い
た
「
野
菜
」
「
枯
葉
」
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
か
を
観
察
し
ま
し
た
。

児
童
が
注
目
す
る
中
、
埋
設
箇

所
を
掘
り
返
す
と
「
野
菜
」
は

跡
形
も
な
く
な
る
ほ
ど
分
解
さ

れ
て
い
た
の
に
対
し
、
「
枯
葉
」

は
分
解
中
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

は
全
く
変
化
し
て
い
な
い
こ
と

に
驚
い
た
様
子
で
、
「
土
壌
に

住
む
生
物
」
の
働
き
に
感
心

す
る
と
と
も
に
、
土

に
返
ら
な
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
を
放
置
す

る
こ
と
は
環
境
破
壊

に
つ
な
が
る
こ
と
を

学
ん
で
く
れ
た
よ
う

で
し
た
。

　

そ
し
て
、
実
際
に

「
土
壌
に
住
む
生
物
」

を
捕
ま
え
て
の
観

察
で
は
、
「
気
持
悪

い
！
」
と
言
い
つ
つ
も
初
め
て

見
る
生
物
の
名
前
を
一
生
懸
命

図
鑑
で
調
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
樹
木
が
二
酸
化
炭
素

を
貯
蔵
す
る
し
く
み
の
学
習
で

は
、
二
酸
化
炭
素
が
木
に
貯
え

ら
れ
る
こ
と
を
葉
っ
ぱ
と
太
陽

に
扮
し
た
児
童
に
模
型
を
使
っ

て
実
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
庭
の
木
を
測
竿

や
直
径
巻
尺
を
使
っ
て
測
樹

し
、
二
酸
化
炭
素
の
貯
蔵
量
を

計
算
し
ま
し
た
。

の
な
い
ノ
コ
ギ
リ
や
ク
ラ
フ
ト

ナ
イ
フ
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら

も
、
お
気
に
入
り
の
一
品
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

　

二
学
期
に
は
「
八
面
山
登

山
」
「
森
林
の
土
壌
と
生
物
」

「
炭
」
に
つ
い
て
学
習
す
る
予

定
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
通
し
て

森
林
や
自
然
、
林
業
な
ど
に
つ

い
て
の
興
味
や
理
解
の
深
ま
り

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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目
に
見
え
な
い
二
酸
化
炭
素

の
話
や
、
難
し
い
計
算
に
は
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
動
車

の
使
用
や
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
で
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

の
吸
収
に
は
、
た
く
さ
ん
の
樹

木
が
必
要
な
こ
と
を
学
び
、
環

境
に
対
す
る
森
林
の
役
割
や
大

切
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
た
よ

う
で
す
。

※
測
竿

　

（
木
の
高
さ
を
測
る
器
具
）

  

津
波
か
ら
の

 

避
難
訓
練
を
実
施

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

六
月
一
八
日
、
当
署
で
は
安

全
週
間
準
備
月
間
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
津
波
か
ら
の
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
、
発
生
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
地

震
は
、
海
溝
型
の
地
震
で
あ
る

た
め
、
地
震
に
伴
っ
て
巨
大
な

津
波
が
発
生
す
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
署
が
位
置

す
る
徳
島
市
川
内
町
に
は
、
地

震
発
生
後
三
〇
分
程
度
で
約
五

ｍ
の
高
さ
の
津
波
が
到
達
す
る

と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
海
岸
や

吉
野
川
の
堤
防
を
乗
り
越
え
、

事
務
所
の
一
階
部
分
は
水
没
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

川
内
町
内
に
は
津
波
か
ら
避

難
で
き
る
高
台
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
幸
い
今
年
四
月
に
徳
島
東

  

国
有
林
に

表
示
板
等
を
設
置

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

七
月
七
日
、
南
つ
る
ぎ
地
域

活
性
化
協
議
会
が
主
催
す
る
第

一
回
「
お
ひ
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
つ
る
ぎ
地
域
活
性
化
協
議

会
は
、
剣
山
南
側
の
魅
力
発
信

設置した表示板の前で

環
状
道
路
の
「
阿
波
し
ら
さ
ぎ

大
橋
」
が
完
成
し
、
そ
の
路
面

は
海
抜
一
四
ｍ
あ
る
た
め
、
こ

こ
を
避
難
場
所
と
し
ま
し
た
。

駐
車
場
に
整
列
し
、
点
呼
を
終

え
た
職
員
は
、
早
足
で
し
ら
さ

ぎ
大
橋
を
目
指
し
、
約
一
〇
分

で
全
員
が
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
場
所

か
ら
衛
星
携
帯
電
話
を
用
い

て
、
非
常
通
信
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
避
難
場
所

ま
で
逃
げ
ら
れ
な
い
場
合
や
、

逃
げ
遅
れ
た
場
合
を
想
定
し

て
、
事
務
所
の
裏
に
建
っ
て
い

る
公
務
員
宿
舎
（
四
階
建
て
）

の
屋
上
に
避
難
す
る
訓
練
も

行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
末
、
屋

上
点
検
用
ハ
ッ
チ
か
ら
安
全

に
屋
上
に
出
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
避
難
用
は
し
ご
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
番
さ

な
が
ら
に
は
し
ご
を
引
き
下

阿波しらさぎ大橋へ避難

ろ
し
て
、
屋
上
に
登
る
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
い
ち
早
く
、「
徳

島
森
林
管
理
署
巨
大
地
震
対

策
」
や
「
地
震
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
避
難
訓
練
な
ど
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
巨
大
地
震

や
大
津
波
か
ら
我
が
身
を
守

る
、
仲
間
の
生
命
を
守
る
と
い

う
取
組
み
を
続
け
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

に
取
り
組
む
た
め
、
当
署
も
メ

ン
バ
ー
と
し
て
昨
年
設
立
し
た

組
織
で
、
登
山
道
の
整
備
な
ど

を
「
お
ひ
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
昨
年
度
は
四
回
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
度
中
に
当
署

で
作
成
し
て
い
た
表
示
板
と

里
程
標
二
枚
を
、
鎗
戸
国
有
林

一
三
四
林
班
に
設
置
し
ま
し

た
。
表
示
板
は
、
九
〇
㎝
×

六
〇
㎝
の
防
腐
ヒ
ノ
キ
製
で
、

剣
山
周
辺
の
国
有
林
の
地
図

と
、
周
辺
が
国
有
林
で
あ
る
こ

と
、
植
物
の
採
取
禁
止
、
安
全
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登
山
の
注
意
を
表
示
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
里
程
標
も
木
製

で
、
「
ホ
ラ
貝
の
滝
」
ま
で
の

距
離
が
二
．
六
㎞
あ
る
た
め
、

そ
の
中
間
地
点
及
び
県
有
林
と

の
境
界
付
近
に
設
置
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
朝
ま
で
激
し
い
雷

雨
が
あ
り
、
実
施
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
当
署
か
ら
署
長
、

業
務
課
長
、
森
林
官
が
参
加
し
、

県
南
部
県
民
局
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
剣
山

ク
ラ
ブ
の
方
々
な
ど
、
一
六
名

で
作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。
剣

山
ス
ー
パ
ー
林
道
沿
い
の
登
山

口
か
ら
、
表
示
板
等
を
交
代
し

な
が
ら
担
ぎ
上
げ
、
手
分
け
し

て
登
山
道
沿
い
に
表
示
板
等
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
南
つ
る
ぎ
地

域
活
性
化
協
議
会
の
活
動
を
取

材
す
る
た
め
、
徳
島
新
聞
の
記

者
も
現
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
中
高
年
を
主
体
に
登

「
遊
々
の
森
」
で
森
林
教
室

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

六
月
一
三
日
、
香
川
県
高
松

市
屋
島
国
有
林
の
「
遊
々
の

森　

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
コ
ー

ス
」
に
お
い
て
、
屋
島
東
小
学

校
三
年
生
児
童
二
四
名
、
四
年

生
児
童
二
二
名
（
計
四
六
名
）

を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
三
年
生
に
は
下
草

刈
り
、
遊
具
遊
び
、
樹
木
観
察

た
ち
は
、
樹
木
の
写
真
と
木
を

見
比
べ
な
が
ら
、
「
こ
れ
は
落

葉
樹
だ
よ
ね
？
」
な
ど
と
友
達

同
士
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
木

の
種
類
や
違
い
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

四
年
生
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
実

験
で
は
、
遊
々
の
森
の
土
と
運

動
場
の
土
の
水
の
浸
透
具
合
の

比
較
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
運

動
場
の
土
が
余
り
水
を
通
さ
な

い
の
に
対
し
て
、
遊
々
の
森
の

土
が
ゆ
っ
く
り
と
通
す
様
子
に

児
童
た
ち
は
、
「
な

ん
で
運
動
場
の
土
は

水
を
通
さ
ん
の
？
」
、

「
森
の
土
は
水
が
よ
く

浸
み
込
む
ね
！
」
と

驚
い
て
い
ま
し
た
が
、

森
の
土
の
働
き
を
説

明
す
る
と
納
得
し
た

様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
先
輩
た
ち

が
植
え
た
ク
ヌ
ギ
林

山
者
が
増
加
し
て
お
り
、
当
署

で
も
登
山
者
の
安
全
確
保
の
た

め
に
登
山
道
の
整
備
等
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

と
も
こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
も

積
極
的
に
参
画
し
、
「
国
民
の

森
林
」
と
し
て
の
国
有
林
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

を
、
四
年
生
に
は
下
草
刈
り
、

遊
具
遊
び
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
実

験
を
学
習
・
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

三
年
生
の
樹
木
観
察
で
は
、

樹
木
を
区
分
す
る
た
め
に
、
①

針
葉
樹
と
広
葉
樹
、
②
低
木
と

高
木
、
③
常
緑
樹
と
落
葉
樹
を

学
習
し
た
後
に
、
遊
々
の
森
に

生
育
し
て
い
る
ヒ
ノ
キ
・
ア
ラ

カ
シ
・
ヒ
サ
カ
キ
・
ヤ
マ
ハ
ゼ

等
が
ど
れ
に
分
類
さ
れ
る
か
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
児
童

で
の
下
草
刈
り
は
、
藪
に
入
っ

た
り
鎌
を
使
う
の
が
初
体
験
の

児
童
も
い
て
、
最
初
は
お
そ
る

お
そ
る
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
後
に
は
き
れ
い
に
下
草
を
刈

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
遊
々
の
森
に
設
置

し
て
い
る
ブ
ラ
ン
コ
や
ハ
ン

モ
ッ
ク
な
ど
の
遊
具
で
遊
び
ま

し
た
。
学
校
の
ブ
ラ
ン
コ
と
違

い
、
自
然
の
中
で
の
手
作
り
ブ

ラ
ン
コ
と
い
う
こ
と
で
、
児
童

た
ち
は
森
の
風
を
感
じ
な
が
ら

元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
森
林
教
室
は
、
三
年

生
は
初
め
て
で
、
四
年
生
は
昨

年
に
続
い
て
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
遊
々
の
森
で
の

体
験
を
機
に
、
児
童
た
ち
が
森

林
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
や
気

持
ち
を
表
現
で
き
る
ひ
と
つ
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

ブランコで遊ぶ様子


